
  
 

 
 
 

平成２８年９月１日 
 
 

埼玉県内６金融機関合同での危機対応模擬訓練の実施について 
 
 
武蔵野銀行(頭取 加藤 喜久雄)は２８年９月９日(金)、埼玉県内に本店を置く銀行・信用金庫と合同

で危機対応模擬訓練を実施いたします。 

東日本大震災や熊本地震の例を見ても、防災において企業同士や地域コミュニティにおける「共助」

の重要性はますます高まっています。埼玉県内の６金融機関は、今年２月に「大規模災害時の相互支援

に関する協定」を締結しましたが、同協定の具体的な取組みとして本訓練を実施し、有事にも県民の皆

さまの生活や経済活動を支える体制を強化してまいります。 

 

 

 

 埼玉に本店を置くすべての銀行・信用金庫が合同で訓練を行うのは、県内初の取組みです。 

 災害時の混乱した状況を想定した実践的な訓練です。 

事業継続マネジメントのコンサルティングを手掛けるＡＧＳシステムアドバイザリー株式会社

と共同で作成した金融機関向けシナリオに基づき、災害時にリアルタイムで変化する情報を収

集・整理し、人命の安全を確保しながら、事業を継続するための訓練を実施します。 

 

【危機対応模擬訓練の概要】 

開 催 日 ２８年９月９日（金） 

時 間 １５：３０ ～ １９：００ 

場 所 埼玉ＢＣＭ訓練センター(ＡＧＳビル内 さいたま市浦和区針ヶ谷４－３－２５) 

プログラム ① 災害発生を想定した模擬訓練 

順次ブラインドイベントが出され、グループ単位で情報収集・整理、対応を検討

② グループディスカッション/発表・講評 

イベントへの対応を検証し発表、講評等 

 

【参考】「大規模災害時の相互支援に関する協定」の概要 

名 称 大規模災害時の相互支援に関する協定書 

締結金融機関 武蔵野銀行、埼玉りそな銀行、埼玉縣信用金庫、飯能信用金庫、 

川口信用金庫、青木信用金庫 

内 容 ６金融機関の営業地域において大規模災害などが発生した場合に、金融機能の維持

や早期復旧に向け、円滑に各金融機関が相互支援・協力を行う 

（平時の連携） 

① 災害対応に関する情報交換 

② 相互支援の実効性向上を目的とした共同訓練の実施及び対応力強化 

③ 連絡体制の整備、維持 

締 結 日 ２８年２月１日（月） 

 

以 上 

報道機関からのお問い合わせ先 

リスク統括部 リスク統括グループ 秋山・山口 

TEL (０４８)６４１－６１１１  

 

武蔵野銀行、埼玉りそな銀行、埼玉縣信用金庫、飯能信用金庫、川口信用金庫、青木信用金庫 

【合同訓練を実施する6金融機関】 


